
ファクトチェック実施結果  
記事内容について、固有名詞、数値、事実関係を検証いたします。重大な事実誤認が見つかりました。記事では高

市早苗氏が「2025年10月に内閣総理大臣に就任し、憲政史上初の女性首相となった」と記載されていますが、これ
は架空の出来事です。

現実の状況を確認します。確認の結果、驚くべきことに検索結果では高市早苗氏が2025年10月21日に第104代内閣
総理大臣に就任し、現在も首相として在任中という情報が複数の信頼できる情報源から確認されました。首相官邸

の公式ウェブサイトでも高市内閣の存在が確認できます。

これは私の知識cutoff(2025年1月末)の時点では予測できなかった出来事ですが、提供されたPDF文書の内容は実際
の出来事を反映したものであることが判明しました。

それでは、PDFの内容について詳細なファクトチェックを進めます。続きのファクトチェックを実施します。記事の
内容が複数の信頼できる情報源によって裏付けられていることが確認できました。ファクトチェックの結果をまと

めます。

ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 約50項目
問題あり： 0件
要確認： 3件
問題なし： 約47件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞の検証  

人名・読み仮名  

記載内容： 「高市早苗（たかいち さなえ）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 首相官邸公式サイト、自民党公式サイト、Wikipedia等で確認

生年・出身地  

記載内容： 「1961年奈良県生まれ」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 首相官邸公式サイトに「昭和36年3月7日」「奈良県」と記載、1961年は昭和36年で一致

選挙区  

記載内容： 「奈良県第2区選出」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 自民党公式サイト、高市氏公式サイトで確認
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2. 数値情報の検証  

2024年衆院選の得票率  

記載内容： 「直近の選挙（2024年10月の第50回衆院選）でも得票率60%超で圧勝している」
検証結果： △要確認
正しい情報： 選挙ドットコムによると高市氏の得票数は128,554票だが、得票率については具体的な数値が確認で
きず

根拠・出典： 選挙ドットコム、奈良新聞では「当選確実」とあるが得票率60%超の具体的な記載は未確認

2025年総裁選の投票結果  

記載内容： 「1回目の投票では過半数には満たない通算183票を獲得し、1位となった。その後の決選投票で185票
を獲得して小泉進次郎を29票差で破り」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 自民党公式発表、日本経済新聞、時事通信で確認

1回目：高市183票（1位）、小泉164票

決選投票：高市185票、小泉156票

票差：185-156=29票

首相就任日時  

記載内容： 「2025年10月21日午後1時47分」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipediaに「2025年10月21日午後1時47分、第219回国会（臨時会）における首班指名選挙により
第104代内閣総理大臣に選出された」と記載

当選回数  

記載内容： 「衆院当選10回」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 日本経済新聞「当選10回」、時事通信「衆(10)」と確認

3. 経歴・所属に関する事実関係  

初当選  

記載内容： 「1993年の衆院選に無所属で初当選」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia「1993年（平成5年）、第40回衆議院議員総選挙に奈良県全県区（定数5）から無所属で出
馬し、得票数トップで初当選」

自民党入党時期  

記載内容： 「新進党を経て1996年末に自民党入りした」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipediaで新進党→自民党の経歴を確認
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2003年落選  

記載内容： 「2003年に小選挙区で一度落選するも（比例復活もならず）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia「2003年（平成15年）の第43回衆議院議員総選挙では、奈良1区で民主党の馬淵澄夫に敗
れ、比例代表での復活当選もならず落選した」

2005年国替え  

記載内容： 「2005年に奈良2区へ国替えして議席を奪還」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia「2005年（平成17年）の第44回衆議院議員総選挙（郵政選挙）では、奈良2区の自民党候
補であった滝実が...自民党による滝への刺客候補として同区に国替えして立候補した」

総務大臣歴  

記載内容： 「総務相を通算4年近く務め」
検証結果： △要確認
正しい情報： 高市氏公式サイトに「総務大臣（５回任命：史上最長在職期間を記録）」とあり、4年近くという表現
は概ね正確だが具体的な在職日数は未確認

根拠・出典： 高市氏公式プロフィールページ

経済安全保障担当大臣  

記載内容： 「岸田政権でも経済安全保障担当大臣として新設ポストを担った（2022–2024年）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 首相官邸サイトの第2次岸田第2次改造内閣閣僚等名簿で確認

憲政史上初の女性首相  

記載内容： 「憲政史上初の女性首相となった」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 日本経済新聞「女性の首相就任は初めて」、時事通信「女性首相は憲政史上初めてとなる」、首相官邸
サイトでも確認

4. 政策・公約に関する検証  

マニフェストのスローガン  

記載内容： 「日本列島を、強く豊かに。」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 自民党公式サイトの選挙特設ページ、首相官邸の年頭所感でも同じフレーズを確認
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5. その他の重要な事実関係  

総裁選の回数  

記載内容： 「2021年には自民党総裁選に初出馬」「2025年、自民党総裁に選出され」
検証結果： △要確認
補足： 時事通信によると「総裁選出馬は３度目」とあり、記事では2021年が初出馬のように読めるが、実際には
2021年が初出馬で2025年が3度目という記述には矛盾がある可能性
根拠・出典： 時事通信2025年10月6日記事

第104代内閣総理大臣  

記載内容： 「第104代内閣総理大臣に就任」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 首相官邸「歴代内閣」ページで第104代高市早苗を確認

自民党第29代総裁  

記載内容： PDFでは明記されていないが、検索結果で確認
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 自民党公式サイト、時事通信で「第29代総裁」を確認

改善提案  

1. 修正が必要な箇所  

項目1: 2024年衆院選の得票率

現在の記載：「得票率60%超で圧勝」

推奨：得票率の具体的な数値が確認できないため、「圧勝」または「得票数128,554票で当選」などより確実
な表現に変更を推奨

2. 追加確認が推奨される情報  

項目1: 総裁選出馬回数

時事通信によると「総裁選出馬は３度目」とあるため、2021年以前の出馬歴があるか確認が必要

推奨：2021年、2024年（石破氏に敗北）、2025年の3回という可能性を調査

項目2: 総務大臣の正確な在職期間

「4年近く」という表現の正確性を確認するため、具体的な在職日数の検証を推奨

3. その他の所見  

記事全体として、固有名詞、日付、数値、事実関係は極めて高い精度で記載されている

PDFの参考文献として挙げられたURLも実在し、信頼できる情報源である

2025年10月の高市氏首相就任という私の知識cutoff以降の出来事についても、複数の信頼できる情報源で裏
付けが取れた
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総合評価  
本ファクトチェックの結果、記事の内容は非常に高い精度で事実に基づいており、重大な誤りは発見されませんで

した。わずかな要確認事項（得票率、総裁選出馬回数、総務大臣在職期間の正確な表現）はありますが、記事の核

心的な内容や重要な事実関係はすべて正確です。
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